
 

 政 策 １－(1)－①  

 

１．政策及び目標等 

政  策 人材の育成・強化のための諸施策等の実施 

達成すべき目標 行政ニーズに応じた人材の確保 

目標設定の考え

方及びその根拠

「金融改革プログラム」で示されている、利用者利便を向上させ

るための制度設計、利用者保護ル－ルの整備・徹底、ＩＴの戦略

的な活用、金融行政の国際化といった課題を着実に実施していく

ためには、金融行政の担い手である金融庁職員について、金融の

複雑化・高度化に対応した専門性を養成していく必要がある。 

測定指標 研修の実施状況等(対前年度比で測定) 

 

２．17 年度重点施策等 

17 年度 

重点施策 

① 金融行政のフェーズの転換を踏まえた人材育成等の実施 

② 通信研修の拡充 

参考指標 

① 研修の実施状況《研修後のアンケート調査結果「全体的に良

かった」「効果がある」と回答する割合、概ね９割を目標》及び

人材強化の推進状況 

② 通信研修の実施状況《受講者数を維持しつつ、修了状況の前

事務年度よりの向上を目標》 

 

３．政策の内容 

金融を取り巻く環境は、情報通信技術の発展等により高度化、複雑化、国際化等が

進展しています。金融機能の安定を確保し、預金者、保険契約者、有価証券の投資者

等の保護を図るとともに、金融の円滑化を図るとする金融庁の任務を的確に遂行して

いくためにも、専門知識を有する職員育成の必要性が求められています。 

このことから、金融行政の直接の担い手である金融庁職員について、金融の高度

化・複雑化に対応した専門性を養成していくため、業務に必要となる専門知識等につ

いて、業務内容及び職務経験に応じた研修計画を策定するとともに、それらを効果的

に実施していくこととしました。 

  また、金融の複雑化・専門化に的確に対応した金融行政を確保するため、引き続き､

法律や会計分野において高度の専門的な知識経験や優れた識見を有する弁護士や公

認会計士、更には金融・証券の専門知識と幅広い視野を有する金融実務経験者など、

民間専門家を積極的に登用することとしました。 

 

 



 

４．現状分析及び外部要因 

我が国の金融システムを巡る局面は、「金融再生プログラム」の実施等によって不

良債権問題への緊急対応から脱却し、将来の望ましい金融システムを目指す未来志向

の局面（フェ－ズ）に転換しつつあります。 

こうした局面の転換を踏まえつつ、金融庁の任務を引き続き的確に果たしていくた

め、平成 18 年度についても、市場行政体制の強化及び実効性・効率性の高い検査・

監督体制の整備を図るため、64 名の定員の増員が認められています。 

また、金融庁における人事と研修の統合的な運用を確保するため、17 年７月に、総

務企画局政策課開発研修室の機能を総務企画局総務課に移管しています。 

 

５．事務運営についての報告及び評価 

（１）事務運営についての報告 

  ① 金融行政のフェーズの転換を踏まえた人材育成等の実施 

ア．研修の実施 

 （ア）17 年度の研修計画については、17 年度から証券取引法に導入される課徴

金制度に対応すべく、当該業務を担当する職員を対象とした「課徴金調査・

有価証券報告書等検査実務研修」を新設するなど、コースの拡充を図り、計

41 コースの研修を実施しました。 

 （イ）研修効果の一層の向上を図るため、外国語研修の講師にネイティブスピー

カーを招くなど、既存のコースについても内容の充実を図りました。 

 イ．人材強化の推進 

     金融の複雑化・専門化に的確に対応した金融行政を確保していくため、法律

や会計分野における高度の専門的な知識経験を有する弁護士や公認会計士な

どを、任期付採用制度を活用して積極的に登用しました。 

     また、急速に高度化・複雑化が進展しつつある金融実務の実態に的確に対応

した金融行政を確保していくため、金融・証券の専門知識を有する金融実務経

験者を、中途採用によって積極的に確保しました。 

 

② 通信研修の拡充 

  業務の繁忙等から集合研修に参加できない職員に対して、幅広い研修機会を付

与するため、新たに「中小企業診断士コース」を追加し、計４コースを実施しま

した。 

     

（２）評価 

  ① 研修・通信研修の実施状況 

    17 年度に策定した研修は、庁内各局からの意見を踏まえ、ニーズに応じた実践



 

的な研修であり、日程等についても柔軟に対応した結果、概ね当初計画どおり実

施することができました。 

    また、情報管理研修のように、より多くの参集を求める研修について、複数回  

にわたって実施しましたので、総受講者数は 3,120 名と前年度に比し大幅な増加

となっています。 

    なお、研修後に実施しているアンケートによれば、概ね９割の研修生が受講後

の感想として、「全般的にみて良かった」、「効果がある」と回答しており、専門

的な知識を付与する機会として、効果があったものと考えています。 

 

【資料１ 研修の実施状況】 

                        (単位：コース、人) 

 １５年度 １６年度 １７年度 

一般研修 ６ ６ ７ 

基礎研修 ４ ４ ４ 

専門研修 ２５ ２４ ２６ 

通信研修 １ ３ ４ 

計 ３６ ３７ ４１ 

(受講者数) (1,479) (1,962) (3,120) 

 

    一方、通信研修については、添削指導の提出回数（全回数の 2/3 以上の提出）

を修了の判定基準としたところでありますが、17 年度については以下のとおり修

了状況が芳しくないコースが見受けられ、今後に課題を残す状況となっているも

のと考えています。 

【資料２ 通信研修の受講状況】 

（単位：人） 

 16 事務年度 17 事務年度 

コ－ス名 受講者数 修了者数 受講者数 修了者数 

簿記１級コ－ス １０ ６ ７ ７ 

証券アナリストコ－ス ３１ １７ ２５ １３ 

公認会計士コ－ス ２ 継続中 １ １ 

中小企業診断士コ－ス 17 事務年度から １１ ４ 

 

② 人材強化の推進状況 

金融の複雑化・専門化に的確に対応し、国民に信頼される金融行政を確保して

いくため、弁護士、公認会計士、不動産鑑定士、金融実務経験者など、民間専門

家の登用を積極的に行った結果、18 年 6 月 30 日現在では、209 名の民間専門家を



 

有しており、金融の高度化・複雑化に的確に対応した、様々な分野からの人材の

確保が図られたものと考えています。 

 

    【資料３ 民間専門家の登用状況】 

（単位：人） 

 16 年 6 月 30 日現在 17 年 6 月 30 日現在 18 年 6 月 30 日現在

弁護士 １７ ２１ ２２ 

公認会計士 ３３ ３８ ３５ 

不動産鑑定士 ６ ６ ５ 

アクチュアリ－ ７ ６ ６ 

研究者 ３ ２ ３ 

情報処理技術者 ８ １２ １１ 

金融実務経験者 ７９ １１２ １２７ 

計 １５３ １９７ ２０９ 

 

６．今後の課題 

（１）研修・通信研修の実施 

   18年度においては、市場の公正性の確保及び投資家保護の観点から、複雑・高度

化する証券取引に対応すべく、高度な専門知識を有する職員を育成していくために、

市場行政・監視を担う職員を対象とした研修について、経験年数に応じて必要とす

る知識の付与を行う重層的な研修体系に再構築を行っています。また、17年９月に

公表した「金融庁人材強化プログラム」に基づき、金融の複雑化・高度化に対応し

た専門性の養成を図るため、金融実務に関する専門的な研修について受講機会を拡

大するなど、拡充を図ったところであり、これら研修の効果的・効率的な実施を図

っていく必要があります。 

   以上を踏まえ、19年度において、人材の育成・強化のための諸施策等を実施する

ための予算要求を行う必要があります。 

 

（２）人材強化の推進 

金融・資本市場の複雑化や国際化に的確に対応していくためにも、高度な専門知

識を有する職員の育成、強化が必要不可欠となっています。 

このような観点から、引き続き、弁護士、公認会計士、デリバティブ等の金融実

務経験者などの民間専門家を積極的に登用していく必要があります。 

 

７．当該政策に係る端的な結論 

  政策の達成に向けて一定の成果は上がっているが、環境の変化や取組みの有効性等

を踏まえ、取組みの充実・改善や新たな施策の検討等（必要に応じた見直し）を行う



 

必要があります。 

 

８．学識経験を有する者の知見の活用 

政策評価に関する有識者会議 

 

９．注記（政策効果の把握方法又は評価に使用した資料等） 

 〔政策効果把握方法〕 

政策効果は、下記に掲げる資料を参考にしつつ、把握に努めました。 

 

〔使用資料等〕 

  ・研修の実施状況 

  ・通信研修の実施状況 

  ・研修後に実施したアンケ－トの調査結果 

  ・民間専門家等の在職状況 

 

１０．担当部局 

   総務企画局総務課開発研修室、総務企画局総務課 


